
◆◆ 主な内容 ◆◆

インフォメーション

●統計情報 作物統計調査 令和６年産水稲の作付
 面積及び10月25日現在の予想収穫量（近畿）
●第11回ディスカバー農山漁村（むら）の宝」地域の活性 
化や所得向上の優良事例地区が決定！

●近畿農政局「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」
（第8回）の優良事例地区を選定しました！

【農政局からのお知らせ】

●令和6年度国内肥料資源の利用拡大セミナー及び情報
 交換会の参加者募集！
●今月のBUZZMAFFとなりの近畿～ナニソレ？こんなんほ
 んまにあるんや～、～ジャパンミートフェスティバルin加古川
で和牛ケーキを作ってみた！！～

トピックス

●農産物の環境負荷低減の取組の「見える化」を基礎から
 学べる研修会を開催します！（近畿地区）

（京都府京都市）

イチョウ（堀川通）
京都市内を南北を結ぶ堀川通。

この通りの上京区の堀川今出川から北区の堀川紫明
辺りまでの中央分離帯には、約1kmのイチョウ並木があ
り、初冬（11月下旬から12月中旬あたり）になると黄
色くきれいに色づいた並木道は、小さな公園となっている
部分もあり、市民の憩いの場となっています。

また、多くの車が走る都会の道路で、大きな銀杏の実
を収穫できるスポットとしても有名です。

新鮮mini情報のバックナンバーは、「近畿農政局 ミニ情報」で検索できます。  

←農林水産省公式Facebook、X（旧Twitter）及びYouTubeは、近畿農政局ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからもｱｸｾｽできます。
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調査結果の概要

インフォメーション

作物統計調査

令和６年産水
稲の作付面積

及び

10月25日現在の予想
収穫量（近畿

）
統 計 情 報

資料：農林水産省統計部 『作物統計』

近畿の令和６年産水稲の作付面積
（子実用）は94,000ha
（前年産に比べ700ha減少）となりました。
うち主食用作付面積は90,600ha（前年産に比
べ600ha減少）となりました。
また、10月25日現在における水稲の10ａ当たり
予想収量は507kgと見込まれます。

以上の結果、予想収穫量
（子実用）は47万6,900ｔ
（前年産に比べ800ｔ増加）
と見込まれます。
このうち、主食用の予想収穫量は
45万9,600ｔ（前年産に比べ1,800ｔ増加）と
見込まれます。

https://www.maff.go.jp/kinki/
toukei/index2.html

近畿農政局ホームページ
【お問合せ先】

近畿農政局 統計部 生産流通消費統計課
担当：仲野

   TEL:075-414-9650

https://www.maff.go.jp/kinki/toukei/index2.html
https://www.maff.go.jp/kinki/toukei/index2.html


インフォメーション

農林水産省ホームページ

https://www.maff.go.jp/
j/press/nousin/nousei/
241125.html

【お問合せ先】
農村振興局農村政策部農村計画課

    農村活性化推進室 担当者：淺野、岩谷、細川
      TEL：03-3502-6001

第11回

ー農林水産省は「強い農林水産業」、「美しく活力ある農山漁村」の実現を推進しています。「ディスカバー農山漁村
（むら）の宝」は、農山漁村の地域資源を引き出すことにより地域の活性化や所得向上に取り組んでいる優良な事例
を優良地区として選定・発信し、他地域への波及を図る取組です。

ディスカバー農山漁村の宝
～地域の活性化や所得向上の優良事例30地区が決定！～

近畿地区から2地区が選定されました

農林水産省及び内閣官房は、令和6年11月25日（月曜日）に林内閣官房長官出席の下、総理大臣官邸で
開催された「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」（第11回選定）有識者懇談会において、地域の活性化や所得向
上に取り組んでいる優良事例30地区を選定し、このうち特に優秀な事例については、グランプリ及び優秀賞として決定し
ました。

む ら

https://www.maff.go.jp/


近畿農政局「ディスカバー
農山漁村（むら）の宝」（第8回）
の優良事例８地区を選定しました！

インフォメーション

 農林水産省及び内閣官房は、「強い農林水産業」、「美しく活力ある農山漁村」の実現に向けて、
農山漁村の地域資源を引き出すことにより地域の活性化や所得向上に取り組んでいる優良な事例
を「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」（第11回選定）として選定しました。
 近畿地区から応募のあった事例には、今回選定された取組以外にも優れた取組があることから、近
畿農政局「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」（第8回）として独自に選定し、全国へ発信します。

近畿農政局 農村振興部 都市農村交流課
担当者：楠本、奥、小原
TEL：075-414-9065

【お問合せ先】
近畿農政局ホームページ

https://www.maff.go.jp/kinki/press/
keikaku/nousonshinkou/241125.html

お茶スイーツ

ワイナリー

カフェと宿泊スペース

規格外トマトを
使ったトマトソース

じゃばら商品ライナップ

新鮮mini情報2023年3月号 .pptx
https://www.maff.go.jp/kinki/press/


ご来場の際は、公共交通機関を
ご利用ください。
地下鉄谷町線
「天満橋」駅
3番出口から徒歩約3分
京阪本線「天満橋」駅東口から
徒歩約5分
本館の入館手続きは不要です。
直接、第1別館へお越しください。

インフォメーション

mini 情報 2024.12

YouTubeで公開中です！
右の二次元コードを読み取り、ご覧ください。

(近畿農政局ホームページ)
https://www.maff.go.jp/
kinki/photo/kekka/video/b10.html

◆令和6年度国内肥料資源の利用拡大セミナー
 及び情報交換会の参加者募集！

今月のBUZZMAFFとなりの近畿

近畿農政局では、12月13日(金曜日)に、「国内肥料資源
の利用拡大セミナー及び情報交換会」を以下のとおり開催し、
肥料関係事業者による国内肥料資源を活用した取組等を紹
介するセミナー及び肥料関係事業者間の連携づくりや会場内
に事業者ブースを設け、出展希望事業者の国内資源の活用
に向けた取組の展示（資料、見本品等）をし、会場参加さ
れた肥料関係事業者との情報交換を行いますので、ぜひ会場
にお越しください。

新作
動画

https://www.maff.go.jp/kinki/photo/kekka/video/b10.html
https://www.maff.go.jp/kinki/photo/kekka/video/b10.html


2.開催日時及び会場
    日時：令和6年12月18日（水曜日）13時30分から15時まで

      会場：近畿農政局第1会議室（京都府京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町）
Web会議システムを通じての参加も可能です。
※参加申込方法等の詳細は、下記ウェブページをご参照ください。

      参加申込URL：https://questant.jp/q/ws_in_kinki（外部リンク）
    「農産物の環境負荷低減の取組の「見える化」研修会」
運営事務局
担当：株式会社NTTデータ経営研究所髙橋、赤松
E-mail：afunowa★nttdata-strategy.com
※お問合せの際は、上記メールアドレスの★を＠に置き換えてください。

3.研修会の内容
 （1）農産物の環境負荷低減の取組の「見える化」概要説明
 （2）「見える化」に取り組む事業者からの事例紹介
 （3）温室効果ガスの排出・削減量と生物多様性保全の取組の算定シートの入力方法の解説・演習
 （4）質疑

    農産物の環境負荷低減の取組の「見える化」については、下記ウェブページをご参照ください。
    参考URL：農林水産省HP 見つけて！農産物の環境負荷低減の取組の「見える化」 ～温室効果ガス削減への

  貢献と生物多様性保全への配慮～
  https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/mieruka/mieruka.html
※ 研修会の詳細は、以下のホームページをご覧ください

トピックス

農林水産省近畿農政局
企 画 調 整 室

滋 賀 県 拠 点

京 都 府 拠 点

大 阪 府 拠 点

兵 庫 県 拠 点

奈 良 県 拠 点

和歌山県拠点

TEL(075)451-9161   

TEL(077)522-4261   

TEL(075)414-9015   

TEL(06)6943-9691   

TEL(078)331-9941   

TEL(0742)32-1870   

TEL(073)436-3831

〒602-8054 京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町

〒520-0044 大津市京町３-１-１ 大津びわ湖合同庁舎６F  

〒602-8054 京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町

〒540-0008 大阪市中央区大手前１-５-４４ 大阪合同庁舎1号館６F  

〒650-0024 神戸市中央区海岸通２９ 神戸地方合同庁舎４F  

〒630-8113 奈良市法蓮町３８７ 奈良第３地方合同庁舎３F  

〒640-8143 和歌山市二番丁３ 和歌山地方合同庁舎５F     

近畿農政局 HP →

近畿農政局
メールマガジン 
→

https://www.maff.go.jp/kinki/
press/kankyo/241030.html  

近畿農政局ホームページ

農産物の環境負荷低減の取組の
「見える化」を基礎から学べる研修会

を開催します！（近畿地区）

【お問合せ先】
近畿農政局 生産部 環境・技術課
担当者：林、秋田
TEL：075‐414-9722

1.概要
 農林水産省は、「みどりの食料システム戦略」に基づき、持続可能な食料システムを構築するため、生産者の温室効果
ガス削減や生物多様性保全に貢献する環境負荷低減の取組を評価し、星の数で分かりやすくラベル表示して消費者に
伝える「見える化」の本格運用を本年3月に開始し、推進しています。

   ラベル（愛称：みえるらべる）を表示した商品を販売する店舗等は、小売店や飲食店、オンライン販売などのべ570箇
所を超え、多様な業態で取組が広がりつつあります。

       今般、「見える化」の更なる拡大を図るため、生産者、流通・小売事業者、JA・地方自治体職員等を対象とした研修
会を開催します。研修会では、「見える化」に必要な温室効果ガスの排出・吸収量や生物多様性保全の取組を評価・表
示する方法を解説するほか、「見える化」に取り組んでいる事業者から、取組を始めたきっかけや取り組んで良かったこと等
をお話いただく予定です。

～「みえるらべる」で環境にやさしい
農産物をPRしませんか？～

←
←
←

農産物の環境負荷低減に関する
評価・表示ガイドライン抜粋

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/
https://www.maff.go.jp/kinki/
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